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研修カリキュラム： 

時間 内容 担当 

９：００ 受付開始  

１０：００ 
開会挨拶 

来賓挨拶 

医療法人博愛会理事長：江澤 和彦 

岡山県 担当者 

１０：１５ 

基調講演 

『私の歩んだ道～見えないから見えたもの～』  

講師： 竹内昌彦 氏 

    （元岡山盲学校教頭） 

座長 

きのこ老人保健施設 

副施設長：宮本憲男 

１２：００ 昼食・休憩  

１３：００ 分科会  

①従来型施設における個別ケア 

 ・従来型でも入居者の個別な暮らしに沿った 

サポートをしていくための理論・基本的な手法 

日本ユニットケア推進セン

ター  

センター長：秋葉都子 氏 

②暮らしを感じる設え造り 

・居室、リビング、セミパブリックなど、 

施設全体のハードの工夫のあり方を考える。 

中国・四国ブロック 

実地研修施設 指導者 

③ユニットケアは朝で決まる！ 

 ・朝のケアから個別にしていくための、考え方、 

具体的取り組みなど 

中国・四国ブロック 

実地研修施設 指導者 

１５：３０ まとめ（全体会） 
社会福祉法人伯耆の国 

理事長： 山野 良夫 

１６：３０ 閉会あいさつ 
社会福祉法人伯耆の国 

理事長： 山野 良夫 

 

日時： 平成 27年 10月 17日（土）10：00～16：30 

場所： 川崎医療福祉大学 （〒701-0193 岡山県倉敷市松島 288）  

定員： 100 名（先着順） 

対象者： 介護施設で勤務されている職員 

参加費： 3,000円（お弁当・お茶代込み） 

申込方法： 別紙申込用紙に必要事項をご記入の上、ファックス送信をお願いします。 

締め切り： 9月 10日（木） 

主催： 中国・四国ユニットケア連絡会 

共催： 一般社団法人 日本ユニットケア推進センター 

後援： 岡山県 

事務局：介護老人保健施設 ぺあれんと 

〒755-0065 山口県宇部市浜町 2丁目 1-3 

      TEL 0836-36-1170   FAX 0836-36-1171   （担当：野村・下田） 

「一人は皆のために、皆は一人のために」 
～ 今、ユニットケアに問われているもの  ～ 

 これからの高齢者施設は「住まい」であり、「限りなく自宅に近いもので高齢者の意思、自

己決定を最大限尊重したものとするよう、施設におけるケアのあり方を見直していく」ことが

求められています。ユニットケアは、施設であっても「個」を大切にし、「暮らし」を営むこ

とができる最も有効な手段です。ユニットリーダー研修を終えた方も、そうでない方も、ユニ

ット型施設でない方も、高齢者施設で働く私たちが目指すところは一緒のはず。厳しい現状で

行き詰ることも沢山ありますが、この研修に参加された方お一人おひとりが、気付き、考え、

何か一つでも行動して施設を変える一助となるような、充実した内容にしたいと思っておりま

す。多数の御参加をお待ち致しております。 
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【申込用紙】 
 

 

締め切り：平成 27年 9月 10日 
 

送付先： FAX ０８３６－３６－１１７１ 

（介護老人保健施設ぺあれんと  担当：野村）   

 

 

施設名 

ふりがな 

 

住所 

ふりがな 

 

連絡先 

申込代表者氏名 
ＴＥＬ： 

ＦＡＸ： 

 

 

 氏名 E

ふりがな
 役職・職種 

リーダー研修 

受講確認 
希望分科会 

※確認欄 

（記入不要） 

   済・未   

   済・未   

   済・未   

   済・未   

   済・未   

 

 

 

 

 

 



平成 27年度 ユニットリーダー研修フォローアップ研修 

 

【事前アンケート】 
 

○皆さまに役立つ研修にしたいと思いますので、事前アンケートの御協力をお願いいたします。 

 ○参加する分科会のテーマについて、皆さまの施設での課題をご記入ください。 

 ○申込用紙と一緒に、ＦＡＸにて送付をお願いいたします。 

 

 

 

分科会 課題 原因 

① 

従来型におけ

る個別ケア 

  

② 

暮らしを感じ

る設え造り 

  

③ 

ユニットケア

は朝で決まる 

  

 

 

締め切り：平成 27年 9月 10日 

送付先： FAX ０８３６－３６－１１７１ 

（介護老人保健施設ぺあれんと  担当：野村） 

 


